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Ⅰ．緒言

メディアでは，低年齢で非常に高い身体能力を示

す子どもが紹介されることがある．例えば卓球日本

代表であった福原愛氏は 3 歳から卓球を始めて非

常に優れた才能を発揮し，小学 4 年生ではプロ宣

言した．また競泳日本代表であった岩崎恭子氏は，

14 歳でオリンピックの金メダリストになった．こ

のような現象は他のスポーツで起こるのだろうか．

Vaeyens et al.（2009）は，アテネオリンピック

に出場した選手を対象にしてメインスポーツのト

レーニングを専門的に開始した年齢を調査したとこ

ろ，スポーツによって異なっていることを明らかに

した．具体的には，水泳や野球といったスポーツは

10 歳以前から専門化した者が多く，レスリングや

ボートといったスポーツは 13 歳以降から専門化し

た者が多かった．陸上競技はどちらかというと後者

で，13 歳以降に専門化した者が約 65％であった．

このように，ある程度高い年齢になって専門的に

トレーニングを開始しても国の代表選手となって戦

えるスポーツがある．そういったスポーツに有能な

選手をリクルートするにあたって様々な取り組みが

ある．代表的な取り組みとして，ロンドンオリンピッ

クに向けてイギリスが実施した「Sporting Giants」

が挙げられる．ボート，ハンドボール，バレーボー

ルの 3競技団体による国内連携システムで，身長が

男子で 190cm，女子で 180cm 以上ある 16 ～ 25 歳の

者が対象となった．このプロジェクトにおいて，陸

上クロスカントリーの選手であった Helen Glover

選手はボートに転向し，競技歴 4.5 年でオリンピッ

ク金メダリストとなった（UK Sports, online）．

日本では，日本スポーツ協会（以下，JSPO）が

日本スポーツ振興センター（以下，JSC）からの

委託事業として，2017 年から JAPAN RISING STAR 
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PROJECT（J-STAR プロジェクト）を開始した（日本

スポーツ協会，online1）．本プロジェクトは，オリ

ンピック・パラリンピック競技大会に向けて有望な

アスリートを発掘し，競技団体の強化育成コースに

導くことがねらいである．JSPO は関係団体と連携

をして全国各地で発掘プログラムを展開し，競技ご

とに拠点となる都道府県にて，世界レベルの指導者

とともに合宿形式でのトレーニング等を行っている

（日本スポーツ協会，online2）．さらに JSC は，世

界へ挑戦するアスリートを応援するために，アス

リート育成パスウェイを整備している．そのパス

ウェイには，個人の適正に応じた競技種目を模索す

る「種目適性型」，ある競技種目に限定して才能を

見極め育成する「種目特化型」，ある競技種目のア

スリート自身の特性をより活かすことのできるス

ポーツへ転向する「種目最適（転向）型」の 3種類

がある（日本スポーツ振興センター，online）．

陸上競技においても種目を転向（トランスファー）

することによって成功する例がある．例えば男子

400mH 日本記録保持者の為末大氏は，中学校期には

100m と 200m で全国中学校陸上競技選手権大会（全

中）を制しているが，高校期から 400mH を始め，の

ちに世界選手権で銅メダルを 2 回獲得した．こう

いった例は珍しくなく，オリンピックや世界選手権

の日本代表選手のうち約半数は中学校期の種目から

トランスファーしていた（渡邊ほか，2014）．

日本において，中学 3 年時に全国トップレベル

だった選手（中学エリート選手）が大学期からシ

ニア期（19 歳～ 25 歳）でも国内トップレベルにい

た割合はおおよそ 20％以下であった（渡邊・神山，

2020）．しかし，それらの選手がどのくらいの割合

で同じ種目を実施して成功していたのか，または種

目をトランスファーして成功していたのかは明らか

になっていない．そこで本研究は，中学エリート選

手の全国ランキングおよび種目を 10 年間追跡調査

し，トランスファーの特徴を明らかにする． 

Ⅱ．方法

1．調査対象

本研究は，2000 ～ 2006 年度に中学 3 年生であ

り，各種目で中学 1～ 2年生を除いた全国ランキン

グ 10 位以内および全日本中学校陸上競技選手権大

会，ジュニアオリンピックで入賞した選手を対象と

表 1　各種目の対象者数 (男子 )

表 2　各種目の対象者数 (女子 )



－ 68 －

した．同一人物が複数種目に登場する場合にはすべ

ての種目で集計し，延べ 2,278 人（男子 1,274 人，

女子 1,004 人）が対象となった．対象者の詳細は表

1，2に示した．

2．データ収集方法

陸上競技マガジン記録集および記録部が運営する

ランキングサイト（https://rikumaga.com/）を用

いて，各年度（各学年）末における最も高いランキ

ングを示した種目および順位を 16 歳から 25 歳まで

の 10 年間を追跡して収集した．中学 3 年生時を中

学校期，高校時代を高校期，大学時代または 19 ～

22 歳時を大学期，大学卒業後の社会人 1年目から 3

年目までまたは 23 ～ 25 歳時をシニア期とした．中

学校期は中学ランキング，高校期は高校ランキング，

大学期とシニア期は日本ランキングを用いて成績を

集計した．種目および記録が不明であるものは競技

を継続していないと見なして集計した．

3．統計処理

年度末においての最も高い順位および種目を男女

別に単純集計した．得られたデータをもとに，陸上

競技を継続していた者の割合（実施割合：記録が存

在していた者の総数／中学エリート選手の総数）と

全国上位者の割合を年度ごとに算出した．ここでの

全国上位者は，Kearney and Hayes(2018) に倣って

全国ランキング 20 位以内とした．近年の日本選手

権のエントリー者数をみてみると，100m のエント

リー者数は 40 ～ 50 人であるが，他の種目はおおよ

そ 20 名前後あった．つまり全国ランキング 20 位以

内というのは，国内トップクラスという扱いになる

と考える．全国ランキング 20 位以内の者の割合は，

その総数を中学エリート選手の総数で除して算出し

た． 

高校期は 3 年間，大学期は 4 年間，シニア期は 3

年間あるが，各期の最も高い順位を抽出して分析に

用いた．本研究では，中学校期の種目に同一人物が

複数登場する場合にはすべて集計している．例えば，

中学校期に 100m が 6 位，200m が 5 位で集計された

選手がおり，高校期の最高順位が400mの13位となっ

た場合には，100m と 200m の両種目で 400m の 13 位

という結果が集計されることになる．そのような集

計方法をとることで，高いパフォーマンスを収めた

選手の特徴をより多く反映させることができると考

えた．

各期において全国 20 位以内にライクインした選

手を集計し，中学校期の種目と同じ種目であった者

と違う種目であった者の割合を算出した．割合の差

の検定にはカイ二乗検定を用いた．なお集計および

統計分析には，Microsoft office Excel 2016 および

統計ソフト JMP8.0（SAS　Institute,Tokyo,Japan）

を使用した． 

Ⅲ．結果と考察

本研究は，中学エリート選手の高校期，大学期，

シニア期における種目トランスファーの特徴を明ら

かにした．種目トランスファーに関する特徴は，指

導者の経験から感覚的に理解・共有されていたと思

われるが，著者の知る限り，国内外においてその特

徴を明示した学術研究は見当たらない．本研究の結

果は，ジュニア選手の育成や強化方針を策定するに

あたっての有益な情報を提供できたと考える．

1．男子の特徴

表 3，4，5 には，男子における全国ランキング

20 位内の種目の割合と内訳を種目別に示した．

短距離種目をみると，200m では違う種目にトラ

ンスファーして成功した者の方が多かった（22％）．

100m にトランスファーする者（11％）と，400m に

トランスファーする者の割合（8％）が近いことから，

中学校期に 200m で高いパフォーマンスを示してい

た者は，高校期以降でより適切な距離が開発できる

余地があるのかもしれない．日本代表経験のある

飯塚翔太選手や小池祐貴選手のように，100m から

400m までハイパフォーマンスを示す者もいるため，

早い段階でターゲットとする距離を絞ってしまうの

は選手の可能性を狭めてしまうかもしれない．大学

期では 200m の選手が違う種目で高いパフォーマン

スを発揮する割合が高かったが（19％），シニア期

では5％に低下した．その割合は100mと 400mの 3％

と大差はない．トランスファーしたからといってシ

ニア期で活躍しやすいという保証はないようであ

る．

ハードルでは，高校期において 110mH で高いパ

フォーマンスを示す割合の方が高いが（33％），ト

ランスファーして成功する割合（22％）が比較的高

く，そのほとんどは 400mH であった（17％）．トラ

ンスファーの背景の一つに，ハードルの高さの変更

が挙げられる．中学110mHの高さは914㎜であるが，

高校からはハードルの高さが一般と同じ 1m067，つ

まり約 15 ㎝の高さの変化が生じる．高校期は身長

の発育が停止に近づいている時期であるため，多く

の選手にとってはこれまでよりも身長に対して高い
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ハードルを飛ぶことになるだろう．その結果，相対

的に高くなったハードルでは高いパフォーマンスを

発揮することが困難になった者が中学時のハードル

と同じ高さで設定される 400mH にトランスファーし

やすいのかもしれない．もちろん自身の特性を活か

して積極的にトランスファーした者も存在するだろ

うが，今回の調査では言及できない．なお，大学期

以降でも 110mH を継続する者の方が多かった．

中長距離走では，高校期において 800 ｍを継続

して高いパフォーマンスを示す者が多かったが

（24％），1500m にトランスファーして成功する者も

いた（6％）．一方で 1500m からは他の種目にトラン

スファーして成功する者の方が多かったが（24％），

各期の内訳をみると 3000m で高い割合を示していた

ことがわかる．3000m は全国規模での大会で開催さ

れることはないため効果的なトランスファーである

とは言えない．3000m 走を除いて考察してみると，

高校期では同じ 1500m を継続する者が多いが，大学

期やシニア期ではハーフマラソンや 3000mSC にトラ

ンスファーする者が増えていた．800m や 3000m か

らはそれらの種目に加えて 5000m 以上の距離にトラ

ンスファーする者もいた．しかしランキング 20 位

以内のパフォーマンスを発揮している者の割合は 0

～ 1％であった．中長距離走に関しては，大学期以

降で 3000m 走を除いた種目でランキング上位に入る

者が非常に少なかったため，中学エリート中長距離

選手のトランスファーの特徴について明確な結論を

出すことはできなかった．

跳躍種目は，中学校期から同じ種目で高いパ

フォーマンスを発揮している選手の方が多かった．

特に棒高跳びはトランスファーする割合が非常に小

さかった（0～ 2％）．それは種目の特殊性が影響し

ていると思われる．棒高跳びは跳躍種目の中で唯一

用具を用いる競技で高い技術が要求される．そのた

めにトランスファーが起こりにくいのかもしれな

い．三段跳は高校から始まるケースが多い．高校期

に三段跳で高いパフォーマンスを発揮する選手は，

走幅跳と走高跳からのトランスファーが多いが，大

学期以降では，走高跳からトランスファーした選手

の方が高いパフォーマンスを発揮する割合がやや高

かった．もしかしたら，三段跳の選手は走高跳の選

手からトランスファーさせる方が効果的なのかもし

れない．

投擲種目では，砲丸投と円盤投は高校期でも継続

して高いパフォーマンスを示す者の方が多かったが

（それぞれ 35％と 25％），次いで砲丸投から円盤投

（7％），円盤投からハンマー投・砲丸投（5％）にト

ランスファーして成功している者もが多かった．ハ

ンマー投にトランスファーして大学期以降で高いパ

フォーマンスを示した者は今回の調査からは現れな

かった．ハンマー投は砲丸投や円盤投とは技術的に

異なっているため，技術の転移が生じにくいのかも

しれない．しかし重い投擲物を扱うこと観点では，

砲丸投や円盤投の選手にみられる大きな体格は必須

であろう．例えば日本代表としても活躍した土井宏

昭氏は，中学校期に砲丸投で高いパフォーマンスを

発揮していた．ジャベリックスローは投擲種目の中

で唯一，助走をして投げる競技である．ジャベリッ

クスローはやり投げの導入として実施されている

が，高校期にやり投で高いパフォーマンスを発揮し

た者は 15％と少なく大学以降では 0％であった．ト

ランスファーして成功する割合も少ないことから，

どのように育成するかが今後の課題と言えよう．

混成競技は高校以降で違う種目にトランスファー

する割合の方が高かった（22％）．高校期から大学

期で高いパフォーマンスを発揮する種目数が多いこ

とから，混成競技を通じて自身の適性を見極めて種

目を絞っていった様子が窺える．例えば 400mH で日

本代表経験のある舘野哲也氏や豊田将樹氏，走幅跳

の橋岡優輝氏は中学校期に四種競技で高いパフォー

マンスを発揮していた．

2．女子の特徴

表 6，7，8 は，女子における全国ランキング 20

位内の種目の割合と内訳を種目別に示した．

短距離走は，100m と 200m ともに違う種目で高い

パフォーマンスを示す者の方が多かった．100m で

は，高校期には 200m（14％）や 400m（5％）と距離

を伸ばす者が多いが，ハードル走や三段跳にトラン

スファーして成功する者も存在し，その傾向は大学

期以降も残っていた．男子と異なる傾向になったこ

とは興味深い．ハードル走や水平跳躍種目には疾走

速度（助走速度）が強く影響するため高いスプリ

ント能力は不可欠であるがと言えるが，女子の方

がより影響を受けるのかもしれない．200m からは，

高校期に 100m にトランスファーして成功した者が

16％で 400m は 8％であった．大学以降においても

同様で，100m で成功する者の割合は男子よりも高

かった．いずれにしてもこの結果は，中学校期に高

いパフォーマンスを示した距離だけでなくハードル

競技でも将来的に活躍する可能性があることを示し

ている．

ハードル走では，高校期では同じ 100mH を継続

して高いパフォーマンスを示した者の方が多かっ
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ファーする種目は，円盤投，砲丸投に加え，基本的

に高校から開始されるハンマー投ややり投といった

投擲種目であった．大学期以降は砲丸投よりもむし

ろ円盤投の方が他の種目にトランスファーして成功

する割合が高くその筆頭はハンマー投であった．円

盤投とハンマー投はサークル内で回転することから

共通点はある．女子においては回転投法で砲丸を投

げる選手は非常に少ないことからトランスファー

して成功する割合が高くならないのかもしれない．

ジャベリックスローは，高校期に違う種目にトラン

スファーして高いパフォーマンスを示す者は非常に

少なく（6％），大学期以降で日本ランキング 20 位

以内に入った者はいなかった．やり投は投擲種目の

中で唯一助走をする種目で，投擲物は最も軽い．求

められる体力や技術が他の投擲種目とは異なるため

にトランスファーが生じにくいと考えられる．

混成競技は高校期以降で同じ種目を継続する者と

違う種目にトランスファー割合の方がほぼ同じで

あった．男子と同様に高校期から大学期で高いパ

フォーマンスを発揮する種目数が多いことから，混

成競技を通じて自身の適性を見極めて種目を絞って

いった様子が窺えた．

3．全体的な特徴

図 1 は，全国ランキング 20 位以内の選手の割合

とその内訳（中学校期と同じ種目と違う種目）を示

した．男子では，高校期において中学校期と同じ種

目でランキング 20 位以内の者は 24.6％だったが，

違う種目だった者は 13.5％であった．大学期にお

いてはそれぞれ 8.4％と 4.7％，シニア期において

はそれぞれ 3.7％と 2.6％であった．割合の差の検

定をしたところ，高校期と大学期において有意差が

認められた（p<0.01）．女子では，高校期において

24.6 23.3

8.4 7.9
3.7 3.6

13.5
21.4

4.7
8.9

2.6
6.8

p<0.01

p<0.01
p<0.01

n.s.

n.s.

n.s.

図 1　各期における全国ランキング 20 位以内の選

手の割合と内訳

たが，大学期，シニア期になるにつれてトランス

ファーして高いパフォーマンスを示した者の割合と

ほとんど差がなくなった．トランスファーする種目

は 400mH や七種競技に加えて跳躍種目が多く挙がっ

ているのは，ハードル競技の特性が関係していると

思われる．ハードル走はインターバルを素早く駆け

抜けるスプリント能力とハードルを飛び越える跳躍

能力だけでなく，効率よく飛び越える技術も要求さ

れる．それは 400mH だけでなく跳躍種目や混成競技

にまで幅広く発展させることができるものと思われ

る．

中長距離種目では，高校期ですでに違う種目にト

ランスファーして高いパフォーマンスを示す者が多

く，大学期，シニア期と進むにあたってその傾向は

より強くなっていった．全体的にみて，中学校期よ

りも距離を伸ばして成功している者が多かった．近

年は長距離選手でも筋力トレーニングやプライオメ

トリックストレーニングで爆発的筋力発揮能力を高

めることでランニングパフォーマンスが高まること

が明らかになっている（Blagrove et al. 2018）．

このような背景を考慮すると，スピード能力（つま

り瞬発力）は，長距離走に好影響をもたらすと予想

できるため，スピードのある選手は徐々に距離を伸

ばして成功しやすいのかもしれない．しかもそのパ

ターンは男子よりも女子の方が顕著であった．

跳躍種目では，走幅跳と走高跳で異なる傾向が示

された．走幅跳は，高校期では違う種目で活躍する

選手の方が多かった（22％）．その傾向はその後も

続き，大学期では 11％，シニア期では 7％を示した．

トランスファーした種目は，三段跳，七種競技，ハー

ドル，短距離走など幅広く，特に三段跳はシニア期

において走幅跳よりも高い割合を示していた（それ

ぞれ 6％と 5％）．走高跳は，全体を通して同じ種目

を継続して高いパフォーマンスを示す者が多かっ

た．トランスファーした種目には七種競技，400mH，

三段跳などがあるが，それらの実施割合は 10％以

下であった．つまり，走高跳はトランスファーしに

くい種目であると言える．その背景には種目特性が

関係していると思われる．走高跳は 10 歩前後のリ

ズミカルな曲線助走を描き，バーを飛び越える背面

跳は走高跳のみで見受けられる技術である．このよ

うに走高跳は独特な技術で構成されていることから

トランスファーが起きにくいものと思われる．

投擲種目も種目によって異なる傾向が示された．

砲丸投と円盤投は高校期では同じ種目を継続して高

いパフォーマンスを示す者の方が多かったが，違う

種目にも多くトランスファーしていた．トランス
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中学校期と同じ種目でランキング 20 位以内の者は

23.3％だったが，違う種目だった者は 21.4％であっ

た．大学期においてはそれぞれ 7.9％と 8.9％，シ

ニア期においてはそれぞれ 3.6％と 6.8％であった．

割合の差の検定をしたところ，シニア期で有意差が

認められた（p<0.01）．

これらの結果から，高校期以降に全国ランキン

グ 20 位以内にランクインした中学エリート選手の

約半数は，種目をトランスファーして高校期以降で

も高いパフォーマンスを示していたことが明らかと

なった．しかし，その傾向は性別や種目によって異

なっていた（表3～ 8）．ここでのトランスファーは，

短距離走から 400mH のように異なるジャンルの種目

に転向することだけでなく，3000m から 10000m の

ように同じジャンルでも距離を変更することも含ん

でいる．これまでトランスファーには，中心的に取

り組んでいた種目では通用しなくなったので他の種

目に転向するというネガティブなイメージがあるか

もしれない．しかし，中学エリート選手であっても

トランスファーして高いパフォーマンスを発揮して

いる選手がいることから，中学校期に高いパフォー

マンスを発揮している選手であっても，その後によ

り適性のある種目が見つかる余地は十分にあると言

える．特に高校期以降は種目数が増加するため，よ

り適性のある種目に出会える機会がある．その時に，

選手が新しい種目に興味や可能性を持つきっかけを

作るのは，中学・高校期における日常のトレーニン

グではないだろうか．これらのことから，選手の可

能性を開拓するために指導者は，中学校期に好成績

を収めているからといってその種目に執着するので

はなく，様々なトレーニング・種目・スポーツを中

学校期から経験させる機会を与えることが望ましい

と言えよう．それを支持するように，世界ジュニア

選手権に出場しシニアでも国際レベルに至ったオー

ストラリアの陸上選手に実施した質問紙調査では，

15 歳以下での様々なスポーツや種目経験がそれ以

降での専門種目決定に役立ったと回答する者もいた

（Huxley et al. 2017，2018）．またドイツにおいて

世界大会やヨーロッパ選手権でメダルを獲得した選

手（World Class：WC）と国内上位選手（National 

Class：NC）を対象にした研究では，WC は NC に比

べてメインスポーツの専門化が遅く，低年齢期から

青年期までメインスポーツ以外のスポーツにも多く

の時間を費やしていたことを明らかにした．その背

景には，気分のリフレッシュだけでなく，様々な身

体感覚の獲得がメインスポーツのパフォーマンスに

も好影響をもたらしている可能性があるとしている

（Gullich and Emrich, 2014）． 

世界陸連の指導書では，おおよそ中学生世代は

「Multi-Events Stage」と位置付けており，様々

な種目を経験することを推奨している（Thompson 

2009）．言い換えれば，中学生年代では複数の種目

を経験し，おおよそ高校生年代から自分に適した種

目に絞っていく（専門化する）というが望ましいと

している．日本だけでなくイングランドでも中学生

年代（U15）の全国大会大会が開催されているが，

参加標準記録は日本に比べてはるかに低い（例えば

100mでは，男子は11秒 80，女子は12秒 99）（England 

Athletics 2019）．日本では全国大会のレベルが高

いという背景も影響しているのか，専門化が早いよ

うに感じる．選手自身だけでなく指導者や親も，中

学生期に高いパフォーマンス発揮した種目が完全に

適していると思い込んでしまったり，その種目にこ

だわり過ぎることがある．それは選手自身の可能性

を狭めることになっているかもしれない．

一方で，高校期以降に活躍し始めた選手のトラ

ンスファーの傾向は本研究からは明らかにできな

い．ここで日本代表選手のトランスファーの特徴を

明らかにした研究をみると，約 50％は中学校期の

種目とは違う種目で日本代表に至っていたことを明

らかにしている（渡邊ほか　2014）．また日本代表

選手のうち約 70％は中学校期に陸上競技部に所属

しており，全国大会で入賞した者の割合は全体の約

20％であった（渡邊ほか，2013）．これらを踏まえ

ると，高校期以降に活躍し始めた選手の 30 ～ 50％

ほどは，異なるスポーツや種目からトランスファー

しているかもしれない．これを補うように，イギリ

スの全国ランキング 100 位以内に入った陸上選手の

経験種目数と競技継続の有無をみた研究では，男女

とも U15 での経験種目数が多いほど U20 での競技継

続率が高い傾向を示した（カイ二乗検定の結果では

有意でなかったが，効果量（Cramer’s V）では中

程度の効果を示した）．いずれにしても小さな影響

ではなさそうなので，多様なトレーニング・スポー

ツ・種目経験は適切な種目選択や競技継続に有効で

あると言えるだろう．

Ⅴ．研究の限界

今回行った調査では，2000 ～ 2006 年度に中学 3

年時であった選手を対象とした．そのため，最近の

中学エリート選手にも当てはまるかはわからない．

また，大学期以降は陸上競技を継続する者自体が非

常に少なくなり，必然的に全国ランキング 20 位以
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内に入る者も少数であった．そのため本研究で明ら

かとなったトランスファーの特徴は偶然かもしれな

い．さらに，本研究は 25 歳を上限としているが，

それ以降でさらに高いパフォーマンスを発揮した者

も存在する．したがって今後も継続して調査をする

ことが必要である．

Ⅵ．まとめ

本研究では，陸上競技における中学エリート選手

の全国ランキングと種目を 10 年間追跡調査し，ラ

ンキングの推移と種目間トランスファー明らかにす

ることを目的とした．2000 年～ 2006 年度に中学 3

年生であり，各種目で中学 1～ 2年生を除いた全国

ランキング 10 位以内および全日本中学校陸上競技

選手権大会，ジュニアオリンピックで入賞した選手，

延べ 2,278 人（男子 1,274 人，女子 1,004 人）を対

象とし，全国ランキング，種目を 16 歳から 25 歳

まで収集した．分析期間は，高校期（16 － 18 歳），

大学期（19 － 22 歳），シニア期（23 － 25 歳）とし，

それぞれの期間における最高順位とその種目を集計

した．その結果，高校期以降に全国ランキング 20

位以内にランクインした中学エリート選手の約半数

は，種目をトランスファーしていたことが明らかと

なった．しかし，その傾向は性別や種目によって異

なっていた．これらの結果から，選手の可能性を開

発するにあたって指導者は，中学校期に好成績を収

めているからといってその種目に執着するのではな

く，様々なトレーニング・種目・スポーツを中学校

期から経験させることが望ましい．
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